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ABSTRACT 
The alien freshwater shrimp, Palaemon sinensis is morphologically very similar to the native freshwater 

shrimp, P. paucidens. In Okayama Prefecture, this alien shrimp has previously been found to occur in 

agricultural waterways flowing into the Sasagase River and Kurashiki River, and the lower reaches of 

the Takahashi River. We surveyed the 164 stations in rivers, lakes, ponds and agricultural waterways in 

Okayama Prefecture from October 2018 to November 2020. P. sinensis were newly discovered in the Asahi 

River, Yoshii River, agricultural waterways around the Tame River, Lake Kojima and Kojima Bay, and two 

ponds in Okayama and Setouchi cities. This species has a possibility of spreading widely in Okayama 

Prefecture. Already, P. sinensis have become established in supply source of fishing bait'Shirasa ebi' in 

Okayama Prefecture. The source of the spread of P. sinensis is known to be commercially sold'Shirasa ebi'. 

It is necessary to pay attention to the spread of this alien shrimp. 

キー ワ ー ド：チュウゴクスジエビ， スジエピ， 外来種釣り餌

はじめに

近年， 淡水エビのスジエビ Palaemon paucidens 

（写真1)に酷似する中国原産のチュウゴクスジェ

ビP. sinensis（以前はPalaemonetes sinensisとして

知られていた） （写真2)が， 静岡県浜松市の溜池

で最初に確認されて以降（大貫ほか，2010)，東北

から九朴1 までの日本各地から報告された(Imai et 

al., 2018;千葉県生物多様性センタ ー，2018;内田

ほか， 2018;今井ほか，2019, 2020a, b, 2021)。

国内でのチュウゴクスジエビの出現要因としては，

中国からスジエビ を釣り餌 として輸入する際に混

入して日本に持ち込まれ， 余った餌の投棄や逃亡 葦

のためと考えられている （大貰ほか， 2010)。

スジエビとチュウゴクスジエビの見分け方とし

ては， 以下の項目が知られている： 1．大顎の触鑽

の有無（以前の2属，スジエビ 属とPalaemonetesを

分ける形質で ， スジエビには触鑽があるが， チュ

ウゴクスジエビには触鑽がない， 写真3)。 また

大顎の臼歯突起先端部の周縁については， Labay
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(2011)がスジエビでは欠刻が多くギザギザ状にな

るが， チュウゴクスジエビでは欠刻が少ないこと

を指摘している；2. 大貰ほか(2010) による額

角先端の歯の有無（スジエビは額角先端に歯を持

つが， チュウゴクスジエビは歯を持たない， 写真

4) ; 3. Imai and Oonuki (2014)による頭胸甲上の

縞模様（スジエビでは逆ハの字の間に斜線が入る

が， チュウゴクスジエビでは逆ハの字の後ろ側が

鈎状となり， 逆ハの字の間に薄い直線が入る， 写

真5); 4. Imai and Oonuki (2014)による眼の大き

さ（スジエビが眼の長さに対して角膜径が大きい

のに対して， チュウゴクスジエビは眼の長さに対

して角膜径が小さい，写真6); 5. Imai et al. (2018) 

による雄性突起の形状（スジエビは内突起の1.6~

2.3倍の雄性突起を持ち， 雄性突起の先端から60%

以上の部分に剛毛を持つのに対し， チュウゴクス

ジエビは内突起の1.3~1.8倍の雄性突起を持ち，

雄性突起の先端付近にのみ剛毛を持つ， 写真7); 

6. Imai et al. (2018)による尾節後縁の羽毛状剛毛

数（スジエビの平均2本に対し， チュウゴクスジェ

ビは平均9本と多い， 写真8)。 また尾節後縁につ

いては大棘間の突起がスジエビでは丸<, チュウ

ゴクスジエピでは尖ることを長谷川ら(2016) は

指摘している。 しかしながら， 写真8やImai et al. 

(2018)等の図を見るとスジエビの尾節は尖ってお

り， 長谷川らは尾節が摩耗したスジエビを観察し

たと推察される。 これらの差違のうち， 頭胸甲上

の縞模様は採集環境によっては薄くて判別しづら

い場合があること（今井ほか， 2020a) や時間が

経過した標本では縞模様が消失するため使用でき

ないが， 採集したその場でスジエビと区別できる

一番簡易な方法である。

岡山県におけるチュウゴクスジエビの記録とし

ては，岡山市南区の笹ヶ瀬川水系に通じる水路（斉

藤ほか， 2017；斉藤， 2018)， 倉敷市の倉敷川に

通じる水路（斉藤， 2018)， 総社市の高梁川のワン

ド(Imai et al., 2018) がある。 また， 岡山県内の

釣具店で販売されているスジエビ， 商品名「シラ

サエビ」の種組成調査は行われていないが， 岡山

県産の「シラサエピ」を仕入れた広島県尾道市の

釣り餌卸売店における調査では， スジエビとチュ

ウゴクスジエビの両種が混入していたことが確認

されている（斎藤， 2018)。

今回， 著者らの岡山県内の河川や湖沼， 水路に

おける採集調査によって，チュウゴクスジエビの確

認地点がさらに増加した。 岡山県内におけるチュ

ウゴクスジエビの分布の現状を報告する。

調査地と方法

2018年10月から2020年11月にかけて，岡山県内

の164地点(24市町） で採集を行った。 各行政区域

における調査地点数は表1に示した。 採集場所はこ

れまでに日本各地でチュウゴクスジエビが採集さ

れた場所の状況から， 河川のワンドと， 海岸部に

近い池や水路を主に選定した。 また， 2014年以前

の記録ではチュウゴクスジエビをスジエビと誤同

定している可能性も否定できないことから， 過去

にスジエビが記録された吉井川水系の吉野川や奥

津湖（山本・片山， 1985a, b;佐藤ほか， 2012)

でも採集を試みた。

採集にはたも網（フレ ー ムサイズ：30x 27 cm; 

目合い：3X3 mm) を用い， 採集する時間や回数

は特に定めなかった。 採集したスジエビ属のエビ

はその場でImai and Oonuki (2014)に従って， 頭

胸甲の縞模様からチュウゴクスジエビとスジエビ

を判別し， 記録した（写真5)。

チュウゴクスジエビと同所で採集されたスジエビ

については， それぞれ最大10個体を99％エタノ ー

ルで固定して遺伝子解析用のサンプルとし， 広島

大学に送付した。 他は一部を10％ホルマリンで固

定して標本とした以外は現地に放流した。 標本は

今井が保管している。

結 果

今回の調査でスジエビは164地点中70地点と約

半数の地点で採集された（表l)。 チュウゴクスジ

エビはスジエビよりも少ないが27地点で確認され

た。 また， 両種が同時に見られたのは12地点で

あった。

チュウゴクスジエビが採集された23地点の位置

を図1に示した（図1では地点間距離の短い溜川東

側の水路4地点と， 笹ヶ瀬川西側の水路と池をそ

れぞれ1地点として扱った）。 高梁川ではImai et al. 

(2018)によって報告されたワンドよりも下流の2箇

所， 川辺橋上流のワンド（図lA， 写真9) と船穂

大橋上流のワンド（図1B， 写真10) で採集され，
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表1 ． 岡山県における淡水産スジエビ属の分布

調査地点数 スジエビ属を確認した地点数

チュウゴク

行政区分 河川 水路 池 計 スジエビ スジエビ 両種が存在

岡山市北区 6 7 5 18 6 2 

岡山市中区 ゜ 1 2 2 ゜ ゜

岡山市東区 5 8 4 17 13 5 3 

岡山市南区 1 12 2 15 ， 5 5 

倉敷市 3 12 3 18 ， 5 1 

津山市 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

玉野市 1 4 5 10 4 ゜ ゜

笠岡市 ゜ 3 4 1 ゜ ゜

井原市 ゜ 3 4 ゜ ゜ ゜

総社市 2 2 2 6 1 1 ゜

下向デシ禾刀、一巾― 
2 ゜ 4 6 ゜ ゜ ゜

新見市 ゜ ゜ ゜ ゜

備前市 4 3 8 ゜ ゜

瀬戸内市 5 2 1 0 17 7 4 ゜

赤磐市 2 1 1 4 2 ゜

真庭市 2 ゜ ゜ 2 1 ゜ ゜

美作市 ゜ ゜ 3 3 ゜ ゜ ゜

浅口市 2 1 3 6 2 ゜ ゜

和気町 2 ゜ 1 3 1 ゜

早島町 ゜ 2 3 2 

里庄町 ゜ 2 3 5 4 ゜ ゜

矢掛町 ゜ ゜ 2 2 ゜ ゜ ゜

鏡野町 ゜ ゜ 1 ゜ ゜

勝央町 1 ゜ 1 2 ゜ ゜ ゜

久米南町 ゜ ゜ 2 2 2 ゜ ゜

美咲町 1 ゜ 2 3 2 1 1 

吉備中央町 ゜ ゜ 1 1 ゜ ゜ ゜

計 41 57 66 164 70 27 12 
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2018年の西日本豪雨の後にも高梁川での本種の生

息が確認された。 河川では新たに旭川と吉井川で

採集され， 生息環境は高梁川と同様 にワンドであ

り（図lD-H, J-L写真12-15)， 吉井川 支流の小野

田川では流れの緩やかな場所（図1I，写真16)，香

登川や永江川では支流自体の流れが緩やかであっ

た（図lM-N, 写真17-18)。

斉藤ほか(2017)や斉藤(2018) は岡山市南区

の笹ヶ瀬川 水系および倉敷市の倉敷川 に通じる水

路においてチュウゴクスジエビを報告しているが，

今回の調査では， 笹ヶ瀬川 付近では本種を確認し

た水路が増えただけでなく（図lQ, V)，支流の伎

川 （図lC, 写真11)と， おおすみせせらぎ公園内

の池（図lV, 写真23)でも採集された。 倉敷市で

は溜川東側（半径300m以内の4地点すべて） （図

10, 写真19)でチュウゴクスジエビが確認され

た。 さらに， 岡山市南区や倉敷市に隣接する早島

町（図lP, 写真20) のみならず， 岡山市の吉井川

河口域の近 く（図lR-T, 写真21)と児島半島先端

（図lU, 写真22) の水路でも本種が確認された。

他地域においてチュウゴクスジエビが多く 確認

されている溜め池に関しては， 今回，上述した岡

山市南区の公園内の池と瀬戸内市の新池の2地点

で確認された（図lW, 写真24)。

考 察

岡山県下におけるチュウゴクスジエビの記録に

は， 岡山市南区の笹ヶ瀬川 水系に通じる水路（斉

藤ほか， 2017；斉藤， 2018)， 倉敷市の倉敷川に

通じる水路（斉藤， 2018)， 総社市の高梁川 のワ

ンド (Imai et al., 2018) が知られていた。 今回の

調査 によって， 吉井川と旭川で確認されたことに

より三大河川すべてに本種が侵入していることが

明 らかとなった。 河川での採集場所はいずれも流

れの緩やかなワンド のような場所であり， 本種が

流れの緩やかな環境を好むことを示した Saito et 

al. (2016)の報告と一致した。 さらに，沿岸部に近

い水路や池でも確認されたことにより， 本種が岡

山県内の南部を中心に広く 侵入していることが分

かった。

吉井川 水系において過去にスジエビが記録され

た奥津湖（佐藤ほか， 2012)では今回の調査でも

スジエビのみが確認された。 支流の吉野川でもス

ジエビが確認されていたが（山本・片山， 1985a ,

b)， 今回の調査ではスジエビのみならずチュウゴ

クスジエビも確認された。 以前の吉野川での調査

は魚巣ブロックの効果を確かめるものであり， ワ

ンドでの調査ではなかった。 中国からのスジエビ

の輸入は1990年からであるから（丹羽，2010)，山

本・片山の調査 以降にチュウゴクスジエビが侵入

したと考えられる。

広島県 の河川 におけるチュウゴクスジエビは，

主に感潮域を除いた河口からの距離が2~17 kmの

地点に出現している(Saito et al., 2016)。 岡山県

の河川 におけるチュウゴクスジエビの確認地点は，

高梁川と笹ヶ瀬川では河口から5.0~19.6 km上流

と広島県 の事例と同様であった。 他方， 旭川や吉

井川では， それぞれ玉柏の地点と山陽新幹線の地

点では河日からの距離が広島県と同様であったが，

旭川では31.5 km上流の金川 大橋 ，吉井川では51.6

km上流の美咲町の鷺橋と，海からかなり離れた地

点にも出現した。 旭川や吉井川で採集されたチュ

ウゴクスジエビが中流から下流にかけて放された

のか， 河口付近で放流された個体が遡上したかの

は不明である。 吉井川では河口から美咲町の地点

までの間には鴨越堰， 吉井堰， 坂根堰， 新田原井

堰が存在する（近藤ほか，2015)。 いずれの堰にも

魚道が設置されているが， チュウゴクスジエビの

遡上能力については知られていない。 チュウゴク

スジエビが魚道を使って遡上するかどうかは， 浜

野ほか(1995) が行った遡上試験をして確認する

必要がある。 ま た洪水によってエビが下流に流さ

れる可能性は十分にあるので(Saito et al., 2019), 

他の河川 も含め採集地点よりも下流に存在するワ

ンドや流れの緩やかな支流をさらに調査 すれば，

チュウゴクスジエビが採集される可能性は十分に

あるだろう。

岡山県 のかんがい用水路のうち開水路は40,835

haであり，47都道府県のうち， 13番目と多い（農

林水産省， 2016)。 チュウゴクスジエビは， 今回

の調査では玉野市では確認できなかったが， 児島

湾や児島湖周辺の広い範囲の水路で確認されたこ

とは， 水路を通して広範囲に拡散している恐れが

ある。

愛知県や大阪府， 兵庫県では， チュウゴクスジ

エビの生息が確認された公園内の池 が多く あり
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図1． 岡山県でチュウゴクスジエビが確認された地点(A-W)を示す地図●は河川， ▲は水路， ■は溜め

池◆は水路と溜め池を示す ． 赤と黒の記号はそれぞれ本研究における確認地点と， 斉藤ほか(2017),
斉藤(2018), Imai et al. (2018)による確認地点をそれぞれ示す． 倉敷市の溜川東側の水路（0)では4地

点で確認したが， 地点間距離が短いので， ここでは1地点として示した同様に岡山市南区の笹ヶ瀬川西側

の水路とおおすみせせらぎ公園内の池（V)も地点間距離が短いので1地点として示した．
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（今井ほか， 2020a, 2021, 未発表）， その理由と

して人の立ち入りが容易なため， 放流しやすいこ

とが挙げられている。 岡山県内ではチュウゴクス

ジエビが確認された池は2カ所だけであったが， 今

後調査する池を増やしていけば， 確認される池は

さらに増える可能性はある。 一方で， 岡山県には

多くの水路が流れているため， 余った釣り餌を投

棄するには池よりも水路の方が身近であるのかも

しれない。

緒言で述べたように， 国内でのチュウゴクスジ

エビの出現要因としては， 中国から スジエビを釣

り餌として輸入する際に混入して日本に持ち込ま

れ， 余った餌の投棄や逃亡のためと考えられてい

る（ 大貫ほか， 2010)。 斉藤ほか(2017) および

斉藤(2018) による各地の釣具店で販売されてい

る「シラサエビ」の種組成調査によると， スジェ

ビだけの場合もあるが， スジエビにチュウゴクス

ジエビが混じって， あるいはチュウゴクスジエビ

のみの流通が確認されている。 岡山県内の釣具店

で販売されている「シラサエビ」の種組成調査は

行われていないが， 広島県での調査結果（斉藤ほ

か， 2017；斉藤2018) と同様に， 本種が「シ

ラサエビ」としてあるいは スジエビに混じって流

通していた可能性がある。 このような要因が結果

として， 岡山県内でのチュウゴクスジエビの出現
につながったと考えられる。 一方で， 岡山県産の

「シラサエビ」 を仕入れた広島県尾道市の釣り餌

卸売店における調査では， スジエビとチュウゴク

スジエビの両種が混入していたことが確認されて

いる（斉藤， 2018)。 現在， 中国からの輸入は停

止しているが， 岡山県内の「シラサエビ」産地に

チュウゴクスジエビが侵入していることから， こ

こを起点として各地に拡散する可能性がある。 今

後もチュウゴクスジエビの拡散には注意を払う必

要がある。
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写真1 ． 生きた状態の早島町の水路産スジエビA

タイプ（雄，体長32.6mm) (2020年6月6日

採集，2020年6月19日撮影）．
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写真2. 生きた状態の早島町の水路産チュウゴク

スジエビ（雄，体長27.8mm) (2020年6 月 6

日採集，2020年6月21日撮影）．

写真3. 大顎． （左）総社市いもじ池産スジエビAタ

イプ（抱卵雌，体長31.5mm).（右）早島町

の水路産チュウゴクスジエビ（抱卵雌，体

長33.4mm). iは犬歯状突起，mは臼歯状

突起，pは触鑽を示す(2020年6月6日採集，
2020年7月11日撮影）．

写真4.額角先端部． （上）倉敷市の水路産スジエビ

Aタイプ（雄，体長29.4mm).（下）早島町の水

路産チュウゴクスジエビ（雄，体長27.8mm).

矢印は先端部の歯を示す(2020年6月6日採

集，それぞれ2020年6月27日と20日に撮影）．

写真5.頭胸甲側面の縞模様． （左）早島町の水路

産スジエビAタイプ（雄，体長32.6mm).

（右同水路産チュウゴクスジエビ（雄，体長

27.8mm) (2020年6月6日採集，2020年6月

27日撮影）．

写真6． 頭胸甲背面． （左）早島町の水路産スジェ

ビAタイプ（雄体長32.6mm).（右）同水路

産チュウゴクスジエビ（雄，体長27.8mm)

(2020年6月6日採集，2020年6月 27日撮影）．
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写真7． 雄性突起 ． （上）早島町の水路産スジエビ A

タイプ（雄，体長32.6mm).（下）同水路産

チュウゴクスジエビ（雄，体長27.8mm).ai 

は内突起，amは雄性突起を示す(2020年6

月6日採集，2020年6月27日撮影） ．

写真8. 尾節後縁． （左）倉敷市の水路産スジエビ

Aタイプ（雄，体長29.4mm).（右）総社市

高梁川産チュウゴクスジエビ（雌，体長

23.3mm)（それぞれ2017年10月19日採集，

2020年6月27日撮影，2020年6月6日採集，
2020年6月20日撮影） ．

写真9.チュウゴクスジエビが採集された高梁川

の）11辺大橋上流のワンド（地点A, 2020年6
月6日撮影） ．

写真10.チュウゴクスジエビが採集された高梁川

の船穂大橋上流のワンド（地点B, 2020年

11月8日撮影） ．

写真11.チュウゴクスジエビとスジエビが採集さ

れた笹ヶ瀬川水系伎）11（地点C, 2020年11

月22日撮影） ．

写真12. チュウゴクスジエビが採集された旭川の

金川大橋下流のワンド（地点D, 2020年11

月22日撮影） ．

，
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写真13. チュウゴクスジエビとスジエビが採集さ

れた旭川の岡山市北区玉柏のワンド（地

点E, 2019年12月14日撮影） ．

写真14. チュウゴクスジエビとスジエビが採集さ

れ吉井川水系吉野川の鷺橋下流のワンド
（地点F, 2018年10月 13日撮影） ．

写真15. チュウゴクスジエビが採集された吉井川

の山陽新幹線吉井川橋梁付近のワンド（地

点K, 2020年11月28日撮影） ．
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写真16. チュウゴクスジエビが採集された吉井川

水系小野田川の天神橋付近（地点I, 2020 
年11月 28日撮影） ．

写真17. チュウゴクスジエビが採集された吉井）11

水系香登川の新庄大橋下流（地点M, 2020 
年11月28日撮影） ．

写真18. チュウゴクスジエビが採集された吉井川

水系永江川の二軒屋橋下流（地点N, 2020 

年11月 28日撮影） ．
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写真19, チュウゴクスジエビが採集された倉敷市

玉島の溜川公園近くの水路（地点0, 2020 
年11月1日撮影） ．

写真20, チュウゴクスジエビとスジエビが採集さ

れた早島町の水路（地点P, 2019年11月17

日撮影） ．

写真21. チュウゴクスジエビとスジエビが採集さ

れた岡山市東区の水路（地点T, 2019年5
月12日撮影） ．
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写真22, チュウゴクスジエビとスジエビが採集さ

れた岡山市南区の水路（地点U, 2019年11

月17日撮影） ．

写真23. チュウゴクスジエビとスジエビが採集さ

れた岡山市南区のおおすみせせらぎ公園

内の池（地点V, 2020年11月22日撮影） ．

写真24. チュウゴクスジエビが採集された瀬戸内

市牛窓町の新池（地点W, 2019年5月12日

撮影） ．




